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新しいプラントエンジニアリングとOR

東洋エンジニアリング株式会社取締役副社長 上床 珍彦

プラントエンジニアリング会社は，プラントの

設計・建設を主業務とする会社である.過去20数

年にわたる世界的高度成長時代においては，製品

の種類がさほど増加したり変化したりすることな

しただ，製品の量が必要とされる時代であった

ため，エンジニアリング会社のプラントの設計も

それほど複雑ではなかった.

しかるにここ数年来，経済は低成長時代をむか

え，需要対応型の生産を必要とする世の中になっ

てきたため，プラントの設計思想そのものが大き

く変らざるを得なくなった.ここで，表題におけ

る“新しいプラントエンジニアリング"について

考えてみたいと思う.

まずOR とは，定量的モデルにより，問題の最

適解を求める手法であるが，従来のプラントエン

ジニアリングでは，石油化学コンプレッグスにお

ける各種プラント構成と生産規模をも含めた経済

性評価，タンクヤードにおける貯蔵タンクの最適

容量と基数の決定，石油精製プラントにおける最

適ユニットの構成決定，パイプラインネットワー

クにおける流量決定など，設計基準の決定にその

手法を用いてきた.

また，プラントの運転でも，たとえば石油精製

プラントでは，石油製品生産計画や，潤滑油ブレ

ンディングなど多種類の原料を取り扱ったり，製

品の生産分布を変更するなど，一部においてOR

手法を使用していた.

しかしながら，従来のプラントエンジニアリン
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グの対象は，主として，一定原料を使用し，長期

需要がある，少品種大量生産を目的とする連続型

プロセスプラントにあった.そこにおいては，原

料変化や生産計画変更などの動的な計画立案や修

正の必要性が少なく，限られた数の最終製品に対

して，中・長期の生産計画が立案されたあとは，

その目標への追随とか安定化に注力すれば良かっ

たわけで、ある.したがって，プラントシステムを

供給する側であるエンジニアリング会社において

も，設計段階では，設計対象となるプロセスや設

備，あるいは単体機器に対して，ある一定の設計

条件下(たとえば，原料条件，用役条件，製品条

件など)での最適化を実施してはいるが，プラン

トの実際の運転時において，設計条件が変更され

た場合をも含めた最適化の発想は，さほど必要で

はなかったと言える.

しかし，日本の産業構造の変化により，従来の

少品種大量生産に適した連続型プロセスプラント

から，多品種少量生産に適した回分式の需要対応

型プロセスプラントの必要性が増しており，回分

式プロセスプラントの設計を重ねるにつれ，この

ような運転時をも含めた運用段階での最適化が不

可欠となってきている.すなわち，多品種少量生

産では多様なマーケットのニーズに応えるという

メリットの反面，中・長期的な生産計画が立てに

くく，在庫の増大，稼動率の低下等のマイナス面

を数多くもっていることは， 周知のとおりであ

る.それでも，生産性を上げなければならない製
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造業にとって， OA , FAで代表される省力化，

合理化は必然であるわけだが，今後さらに合理化

を進めるとすれば，需要に即応し，また多様なニ

ーズに合致した製品を生産するために，生産のス

ケジューリング，原材料や製品の在庫量を最少に

するという，計画や修正作業を適時，柔軟に実施

する必要があり，この問題解決にOR的な最適化

手法が適用できると思う.

このような，運用段階での最適化とし、う発想が

合理化の最後の課題として残り，それを解決した

者が勝者として残るだろう.

エンジニアリング会社としてもシステム供給者

の立場から， OR手法のうち， リニアプログラミ

ング，ゲームの理論，待合せ理論，モンテカルロ

マインド"とその手法に磨きをかけねばならない

と思っている.もちろん生産スケジューリングや

在庫管理問題などは，現状では多分に人間的な要

素で行なわれているのが現状であるが，深い洞察

力の基礎となる専門知識と A 1 (人工知能)のよ

うな質的な表現を許してくれる支援技術により，

コンビュータの活用を含めて必ずや問題解決がで

きると確信している.

エンジニアリング会社は，プロセス設計から土

建設計までプラント建設に必要なあらゆる専門技

術者と，コンピュータ技術者の技術集団を有した

会社であるが，製造業のより一層の生産性向上の

ために，このような運用段階での最適化について

もこれまでの技術，知識の蓄積をもとに，お手伝

法，ダイナミック・プログラミング シミュレー いをしていくことが，これからの新しい時代にお

ションなどの一般的方法を用いた検討については けるエンジニアリング会社の重要な役割のひとつ

十分活用できると考えるが，より一層の“最適化 と考えている.
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一一マイクロ電子技術を起爆として一一

現在の世界は，人口の 1/4 を占める先進国が富の

約 8 割を占め，先進国と発展途上国との貧富の格差

はますます増大しつつある.先進国で余ったカネは

中進国に貸付けられて，債務は危機的状況にまで膨

らんでいる.世界経済の崩壊が懸念される今日，世

界規模での新マーシャル計画が主張されている.単

なる金銭援助ではなく，第三世界の自立発展を促す

方向での技術移転をともなった援助計画が必要であ

ろう.このような意識に基き， OR研究者の目で見

て何らかの寄与ができるのではないかとの願望をも

って，森口繁一本学会元会長を主査とする研究部会

が組織されたのは1982年 4 月であった.

爾来 4 年余，同主査を中心に続けられた活動の成

果をまとめたのが，本報文集である. 1985年 1 月号

の本誌には「第三世界とマイコン」というテーマの

特集を組み，それまでの研究の一応の総括を行なっ

ている.この内容のうちの若干を英文にした第 I 部，

主として 1985年の活動で得られた知見を中心にまと

めた第E部，それにいくつかの記録を集めた付録か

ら成っている.

第E部冒頭の「虚の世界と実の世界J では人類の

生活向上のために，実際に富を生産し活用する「実

の世界」と，本来はその運用を援けるための貨幣経

済が築く「虚の世界j を意識的に分けてみる視座を

提唱し，そして現在の「世界の難問んすなわち全世

界が「虚の世界j に振り回されている危機的状況を

回避する方策を，西側先進国，特にわが国に対して

提案する.

以下「マイクロ電子技術と国際経済の活性化Hエ

ネルギー有効利用と産業構造の関係からみた技術移

転問題H資本の国際移動と国際分業の便益J I軟らか

L 、産業基盤のためのマイコンの所要台数J I体験的技

術協力論H第三世界におけるパソコン用エキスパー

ト・システムの役割H東南アジアの中小企業育成と

日本の協力J Iマレーシアの産業事情」等が収められ

ている.
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